
平成３０年度関東東海北陸・近畿中国四国農業試験研究推進会議合同茶業部会 

現地研究会 開催要領 

 

関東東海北陸・近畿中国四国農業試験研究推進会議合同茶業部会 

部会長 農研機構果樹茶業研究部門 茶業研究監 角川 修 

 

 

１．趣旨 

 茶は、古くから日常的に親しまれ、現在においても、地域振興上重要な品目として位置づけら

れている。また近年では、生産者がそれぞれの個性を活かした商品開発を進め、茶の需要拡大に

努めている。 

 しかしながら、消費者の食生活やライフスタイルの変化により、従来の主力商品であるリーフ

茶の需要は減退傾向が続いていることから、今後、生産者や行政、各関係機関が緊密に連携し、

産地から茶の魅力を消費者へ発信していく必要がある。 

 そこで、各地域における茶の需要拡大に向けた取り組みや、消費者ニーズに応えるための商品

開発、産地におけるマーケティング戦略について情報交換を行い、今後の茶業研究の参考とする。 

 

２．開催日時  平成３０年８月２１日（火）１３：００～２２日（水）１２：３０ 

 

３．開催場所 

 （１）現地検討会（２１日 １３：００～１７：３０） 

①野口熊太郎茶園（茨城県猿島郡境町） 

②木村製茶工場（茨城県猿島郡境町） 

③丸太園（茨城県古河市） 

 （２）研究会（２２日 ９：００～１２：３０） 

古河市地域交流センター（はなももプラザ）（茨城県古河市横山町 1丁目 2番 20号） 

 

４．検討事項 

テーマ「茶の需要拡大に向けた取り組みと産地マーケティング戦略」 

（１）現地検討会（２１日 １３：００～１７：３０、貸切バス） 

１）集合場所・発車時刻 古河駅・１３：００ 

２）現地検討 

①野口熊太郎茶園（茨城県猿島郡境町） 

②木村製茶工場（茨城県猿島郡境町） 

③丸太園（茨城県古河市） 

 ３）降車場所・時刻 古河駅・１７：３０ 

（２）研究会（２２日 ９：００～１２：３０） 

 古河市地域交流センター（はなももプラザ）（茨城県古河市横山町 1 丁目 2 番 20 号） 

 １）挨拶・情勢報告・話題提供（９：００～１１：００） 

①さしま茶の魅力発信のための境町の取り組み 

境町農業政策課 栗原 栄氏 



②茶の種子を活かした商品開発とお茶カフェの展開による需要拡大に向けた取り組

み（仮） 

野口熊太郎茶園 野口富太郎氏 

③中山間地域の活性化と奥久慈茶の里づくり協議会の取り組み 

東京農業大学農山村支援センター 中山幹生学術研究員 

 ２）各府県の現状と問題点および総合討議（１１：１５～１２：３０） 

 

５．参集範囲 

関東東海北陸地域各都県行政･試験研究機関、近畿中国四国地域各府県行政･試験研究機関、農

林水産省生産局、農林水産技術会議事務局、地方農政局、農研機構中央農業研究センター、農研

機構西日本農業研究センター、農研機構果樹茶業研究部門、その他部会長が必要と認めた者 

 

６．参加申し込み 

参加を希望される方は、別紙の参加申込書にて７月１３日（金）までにメールまたは FAX で

お申し込みください。 

 

７．事務局 

農研機構果樹茶業研究部門 茶業連携調整役 荒木 琢也 

TEL：0547-45-4105      e-mail：cha-genchiken@ml.affrc.go.jp 

 

８．その他 

資料提出、その他の詳細については、別途事務局から連絡する。 

 


